近代英語協会ニューズレター

2008年 (平成20年) 12月19日
１　近代英語協会第26回大会について
第26回大会は2009年5月29日（金）に日本大学文理学部キャンパス（世田谷区桜上水 3-25-40）において開催されます。シンポジウムは田辺春美成蹊大学教授に司会をして頂く予定です。講師の先生方は、中尾佳行先生　（広島大学）、福元広二先生 (鳥取大学)、山本史歩子先生 (青山学院大学)です。テーマは「Comment Clause の歴史的発達」となっております。個人研究発表の締め切りは2009年1月31日 (土) となっております。発表をご希望の方は、300字程度の要旨に氏名・略歴・所属・職位・連絡先（住所、電話番号、e-mailアドレス）を添えて下記事務局宛てにお申し込み下さい。

２　近代英語協会第26回大会特別講演について

第26回大会では、Elly van Gelderen 教授（Arizona State University）を招いて、「The Linguistic Cycle in English: Grammaticalization, Features, and Economy」というテーマで講演を予定しております。

３　近代英語協会日本学術会議協力学術研究団体の指定について

近代英語協会は、6月に日本学術会議協力学術研究団体の指定を受けるため書類を申請しておりましたが、9月18日付けで、日本学術会議協力学術研究団体として指定されました。

４　役員の交替について
編集委員会にて、小迫勝先生に替わり、新編集委員長として鈴木敬了先生（大東文化大学准教授、任期2010年3月31日まで）が選出されました。

5 『近代英語研究』第25号の発行について
6編の論文、3編の研究ノート、3編の書評の応募がありました。審査の結果、3編の論文、2編の研究ノート、2編の書評が掲載可、2編の論文、1編の研究ノート、1編の書評が再審査、1編の論文が掲載不可となりました。5月の発行を目指して、現在編集作業を進めております。第26号(2010年5月発行)の投稿締め切りは2009年9月15日 (月)となっております。
6　事務局からの論文投稿・研究発表応募に関するお願い

『近代英語研究』に掲載しておりますように、英語論文に関して、英語を母語としない投稿者については投稿前に必ずネイティブ・スピーカーによる原稿のチェックを受けた上で応募ください。　学会誌への二重投稿、研究発表への二重応募はお控えください
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